
 

 

様式第二号の十三(第八条の十七の二関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

  平成 ２７年 ６月 ２６日 

 

大分県知事  殿 

 

提出者                   

住 所 大分県別府市大字内竈１４７３   

氏 名 独立行政法人国立病院機構     

別府医療センター院長 酒井 浩徳    

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９７７－６７－１１１１    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  独立行政法人国立病院機構別府医療センター 

事 業 場 の 所 在 地  大分県別府市大字内竈１４７３ 

計 画 期 間  平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 ８３ 医療業 

②事 業 の 規 模 ４９４床 

③従 業 員 数 ７６４人 

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程 

院内発生後、該当部署の職員が定期的に回収し、廃棄物倉庫に保管。

廃棄物倉庫より収集・運搬業者が回収し、処分場へ持ち込む。 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２６年度）実績】       

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 引火性廃油 

排 出 量 189.89ｔ 0.34ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

職員への廃棄物削減の周知徹底。 

  

② 計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 引火性廃油 

排 出 量 189.89ｔ 0.34ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

現状の取り組みを維持する。 

 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

 

① 現状 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

容器に種類ごとに非鋭利・鋭利なものの分別を行っている。 

 

② 計画 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する

取組） 

 

これまで同様、上記の取り組みを行い、感染性廃棄物を適正に処理す

る。 

また、院内感染対策チームを中心に、これまで感染性廃棄物とし

て処理していた、本来は非感染性廃棄物として扱う物を適切に分

別し廃棄する。 

病院 収集・

運搬委

託業者 

処理委

託業者 

③運搬 

②ﾏﾆﾌｪｽﾄ A提出 

⑤ﾏﾆﾌｪｽﾄ B～D提出 

④ﾏﾆﾌｪｽﾄB～D提出 

①回収 

⑥ﾏﾆﾌｪｽﾄ E提出 

⑦ﾏﾆﾌｪｽﾄ E提出 



 

 

（第３面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２６年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 － － 

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量 
－ｔ －ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 － 

 

② 計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 － － 

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量 
－ｔ －ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

－ 

 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２６年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 － － 

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量 
－ｔ －ｔ 

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量 
－ｔ －ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 －   

  

 

② 計画 

【目標】   

特別管理産業廃棄物の種類 － － 

自ら熱回収を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
－ｔ －ｔ 

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量 
－ｔ －ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

－ 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２６年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 － － 

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た 

特別管理産業廃棄物の量 

－ｔ －ｔ 

（これまでに実施した取組） 

  

 － 

 

② 計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 － － 

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

－ｔ －ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

－ 

 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（平成２６年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 引火性廃油 

全 処 理 委 託 量 189.89ｔ 0.34ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
－ｔ 0.34ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
189.89ｔ －ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
－ｔ －ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

－ｔ －ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 感染性廃棄物に関しては年１回の処理場現地確認を行っている。 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物 引火性廃油 

全 処 理 委 託 量 189.89ｔ 0.34ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
－ｔ 0.34ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
189.89ｔ －ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
－ｔ －ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

－ｔ －ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 特になし（現状通り） 

 

 

 

 

 

※事務処理欄   


